
2004年度 委員会活動成果報告 
（2005 年 3月 18日作成） 

委員会名 合成構造耐震設計小委員会 主 査  名：土井希祐 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（鋼コンクリート合成構造運営委員会） 

委員長名：西川孝夫 
主  査：三谷 勲 

設 置 期 間    2001年 4月   ～   2005年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

鋼コンクリート合成構造の耐震設計法は。ＳＲＣ構造の耐震設計法に準じて運
用されることが多いが，合成構造の変形性能は具体的な形で表現されていないの
で，変形性能をより明確にした耐震設計法の確立する 

委員構成 
（委員名（所属）） 

主査：土井希祐(新潟大学)，幹事：堺純一(九州共立大学)， 
委員：井手豊(竹中工務店)，内田保博(鹿児島大学)，河野昭彦(九州大学)，勘坂幸弘(大林
組)，坂口昇(ものつくり大学)，称原良一(清水建設)，立花正彦(東京電機大学)，寺本隆幸(東
京理科大学)，西田哲也(秋田県立大学)，南宏一(福山大学)，吉澤幹夫(日建設計) 

設置WG 
（WG名：目的） 

 

2004年度予算       280,000円 

 

項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

第１回小委員会(2004年 5月 13日・3人)，第２回小委員会(2004年 6月 29日・4
人)，第３回小委員会(2004年 9月 27日・3人)，第４回小委員会(2004年 10月 18
日・３人)，第５回小委員会(2005年 1月 18日・４人) ，第６回小委員会(2005年
3月 8日・4人) 
（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 

 2002 年度大会において，PD「兵庫県南部地震におけるＳＲＣ造建物の崩壊原因
を探る」を行った。 
 2003 年度においては，限界耐力計算法，エネルギー法等の性能規定型設計法を
鋼コンクリート合成構造に適用する際に必要となる各種変形性能の評価法につ
いての基礎資料の収集と問題点の検討を行った。 
 2004年度においては，鋼コンクリート合成構造の耐震設計における各種性能規
定型設計法の現状と課題について検討し，その成果を，PD「鋼コンクリート合成
構造の設計・施工における諸問題」の主題解説において「合成構造の耐震設計に
関わる諸問題」として報告した。また，４年間の活動成果を，「合成構造耐震設
計小委員会活動成果報告書」として取りまとめた。 
 

得られた成果 

委員会 HPアドレス： 

（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

 設置期間を終了し，概ね活動計画を達成したものと考えられる。 

その他評価すべき 
事項 

 

 


